
～そこに愛はあるんか～

全国豊友会　指針書チェックの会

2025 和歌山大会

（日）（土）
11 月

社長に必要な資質には色々あると思いますが、その中でも愛を持っていることもその一つである。

テーマ

この豊友会全国大会和歌山大会が愛に溢れ、各人の成長につながる大会になることを信じています。

会社のことを一番愛している人が経営者をやるべきである。他に社長以上に会社を愛している人が

いるのであれば、その人が経営者になるべきである。会社を愛すことは、社員さんを愛すことであり、

仕事を愛することであり、商品（サービス）を愛することである。

ある人は、リーダーの人間性が一番大事だと確信していました。 そのため、リーダーをどのような

観点から評価すればいいのかと聞かれたとき、「一番大事なのは人間性。清廉潔白、公平公正で、自分

の会社を誰よりも愛していることが大切」なので、「人間性が 50％、実績が 30％、能力が 20％」と

答えていました。
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会場
ダイワロイネットホテル和歌山
和歌山市七番町 26-1   TEL 073-435-0055

スケジュール 11 月 15 日（土）

12:30
13:00
17:40
18:00

受付開始
経営指針書発表
終了
懇親会

11月 16日（日）

  9:00
12:50
14:50
16:50

経営指針書発表
特別講演
審査結果発表
終了

特別講演

講演者：   前田 泰道　様　救世観音宗管長・総本山紀三井寺護國院貫主
昭和３３年３月１８日
昭和５７年３月
昭和５７年４月
昭和６３年 11月
平成２９年９月２９日

『利他について考える』

紀三井寺にて出生
京都大学文学部哲学科仏教学専攻科卒
紀三井寺護国院に副住職として奉職。
結婚、現在３男１女の父
前田孝道・前貫主の遷化を受けて、平成２９年１０月１８日付で
救世観音宗管長・総本山紀三井寺護國院貫主に就任。

【現在】和歌山県ボート協会会長、学校法人智辯学園理事、和歌山県仏教会長、
郵政事業有識者懇談会委員、一般財団法人和歌山県文化振興財団理事、社会福祉法人琴の浦リハビリテーション理事

豊友経営研究会（豊友会）とは
豊友会は、初代会長 高木利美氏が「中小企業の社員さんに光をあてたい」という想いから、
全国の社長を鍛える勉強会として発足しました。会社は「社長の器」以上に大きくも良くもならない。
そして「社長の器」=「意欲」×「能力」×「人間性」と言われています。この３つを高め、志を
もち、人間としての器を拡大することで、そのリーダーの元で働く社員さんが幸せになるのです。

経営指針書とは
経営指針書とは、会社の方向性を指し示すための羅針盤のようなものであり、中小企業の指針書は「人生の指針書」
でもあります。経営者が指針を定める第一歩として、自分の生き様を検証することから始まり（心情）、
今後どう生きるかを決断し（信条）、経営理念、経営方針など会社全体の志として昇華していきます。
経営分析を通じて自社の現在地を正しく理解し、課題を明確にします。長期ビジョンから逆算して考え、
外部戦略、内部戦略、財務戦略の３つの戦略の方針を定め、豊かな経営の継続・発展を目指していくのです。
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申込方法　　（申込期限 10月 20日　＊会場予約の関係上、なるべくお早めにお申込ください。）

会員の方 ― メーリングリストより送信する参加者名簿フォーマットにてお申込みください。11月 14日（金）に前泊を希望される方は、
恐れ入りますが、その分のみ各自でご予約、精算等をお願い致します。

豊友会HP


